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第 1章 序 

（１）背景と目的 

（２）検討の内容 

（３）調査の全体像 

 

第 2章 地球温暖化対策の実施による地域経済循環への影響分析 

２－１．現状分析（エネルギー消費構造の地域差に関する考察等） 

（１）化石燃料消費の地域差 

（２）化石燃料消費の経済インパクト 

（３）地域経済の疲弊と地域間格差 

２－２．地球温暖化対策による地域活性化に関する分析の考え方 

（１）分析の背景、ねらい 

（２）温暖化対策の地域経済への影響の構造・全体像等 

（３）分析の方針 

２－３．ケーススタディ 

（１）分析の前提条件（対象地域、活用データ、その他） 

（２）温暖化対策のシナリオ 

   ①想定の考え方 

   ②想定する対策・施策案 

   ③対策・施策の導入量の想定 

a.基本的考え方、b.想定の手順、c.対策別の導入量の想定、d.導入に伴う需要量の想定 

（３）算定結果 

（４）結果考察 

２－４．温暖化対策による地域への経済効果を実現する施策・仕組みの検討 

（１）対策の促進施策 

（２）対策実施のスキーム 

（３）排出権クレジットについて 

（４）地域間連携について 

（５）温暖化対策のその他の効果について 

２－５．今後の課題 

 

第 3章 地域経済循環の観点から都市構造対策を円滑化する手法の検討 

３－１．開発権移転に関する事例の整理 

（１）アメリカにおける取組事例 

（２）日本における取組事例 

３－２．環境開発権取引の考え方に関する検討 

（１）環境開発権検討にあたっての論点とイメージ 

（２）環境開発権取引を実施する上での課題 


